
「ありがとう。世の中には
たくさんの人がいるけど、

こうやって色んな人と出会うたびに、
それぞれ違

ちが

う『ひとりのひと』だなって
思うよ。自分でもそう思うこと、ある？」

道が二手にわかれている。
どちらへ進む？

目の前に小屋のような、
不
ふ

思
し

議
ぎ

な建
たて

物
もの

があらわれた。

「君と話せて楽しかったよ。
お礼にいいところへ 案

あん

内
ない

してあげる」

「おっ。生きるためなら手
しゅ

段
だん

を
選
えら

ばないね。じゃあ助けて
あげる代わりに、君のことを教えてよ。
なるべく君の根っこの部分に関

かか

わることが
いいな」最

さい

近
きん

「やったー！僕
ぼく

の体、たくさん
動いてかっこいいだろう？

もともとは僕も動かない文字だったけど、自分の
個
こ

性
せい

が欲
ほ

しくなってね。ここを通りかかった
色んな人の字を食べて形を変

か

えてるんだ。 

近くで姿
すがた

をよく見たら、なんだか
様子が変

へん

だ。 ひとつの身体の中に
いろんなパーツが混

ま

ぜこぜになった
この人は、男

だん

性
せい

？女
じょ

性
せい

？
それとも、その両方？
肌
はだ

の色もパーツによって異なるみたいだ。
道に迷

まよ

っていたことも忘
わす

れて、
色々考えこんでしまう。

真っ白でなんだか動物の
骨
ほね

みたいだ。この木はいつ倒
たお

れて
しまったんだろう。根元は折

お

れていない
からまだ生きているのかも。でも自分の
力では起き上がれず、ただぶんぶんと
うるさいハエに囲まれてじっとしている。
まるで時間が止まったようだけど、
今この間にもこの木は死に向かって
進み続

つづ

けているのだろうか。

たどり着いたのは、半円形の
バルコニーが特

とく

徴
ちょう

的
てき

な洋風の
建
たて

物
もの

。もともとは 100 年くらい前に
銀行として建てられたらしい。
この 100 年で横

よこ

浜
はま

の街
まち

はどんな変
へん

化
か

を
とげて、これから 100 年でどんなふうに
変化していくんだろう。君が生きている

「いま、ここ」を感じながら、夜明けを
待つことにしよう。

周
まわ

りに生い茂
しげ

る野草は、手で引っこ
抜
ぬ

けそうなか弱いものにも見えるが、 
厳
きび

しい環
かん

境
.きょう

のなか好
す

き勝手に伸
の

びて、
生命力を見せつけているようにも

思えてくる。 どうやら完
かん

全
ぜん

に道に
迷
ま よ

ったようだ。さて、これからどうする？

「 そ ん な に に ら む な よ。 ま あ、
ちょっと反

はん

抗
こう

的
てき

な気分なんだろ。
君のことならなんでも分かるよ。前にも
こういう気分のこと、あったよね」

気づけばいつのまにか、
建
たて

物
もの

の中に迷
まよ

い込
こ

んでいたようだ。

「あはは、いい話だ。じゃあ、
ここから抜

ぬ

け出す道を教えて
あげる。というか君はもう行き方を
知ってるんじゃない？」その言葉を聞くと、
おぼろげに行くべき道が頭にうかんだ。

目をこらすと、前の方に人影
かげ

の
ようなものが見える。

倒
たお

れた木が道をふさいでいる。

前から声が聞こえてきた。
「おーい、こっちへおいでよ」

気づけばいつのまにか、
建
たて

物
もの

の中に迷
まよ

い込
こ

んでいたようだ。

なんの建
たて

物
もの

だろう？動物の毛皮や
木、ビニールシートなんかででき

ていて手づくり感満
まん

載
さい

だ。周
まわ

りの風
ふう

景
けい

に溶
と

け込
こ

んでいる感じがするけど、素
そ

材
ざい

はこの
建物の周

しゅう

辺
へん

を探
さが

して集めたんだろうか。

道がかなり険
けわ

しく、この先を
進むのには時間がかかりそうだ。

なんだかお腹
なか

もすいてきた。どうする？

撮影：大野隆介
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「ここだよ、ここ。僕
ぼく

のお願
ねが

い聞
き

い
てくれないかな」 声の主は、
なにやらうにょうにょと動く物体。
これはなんだろう？

看
かん

板
ばん

が立っている。
「ココから先は立ち入り禁

きん

止
し

 」
どうする？

手書きで
「いま、ここで生きてる 」 と書く➡ へ

もともとは倉
そう

庫
こ

に使われていたらしいけど、
今はおしゃれなお店なんかも入っている。
時代や社会の大きな流れに飲み込

こ

まれたり、
逆
さか

らったりしながら、この建物も遺
のこ

されて
きたんだろうか。ちょっとだけ親しみを
覚
おぼ

えながら、この冒
ぼう

険
けん

を締
し

めくくろう。

いつまで待っても助けは
やってこなかった……

同じ作者オズギュル・カーの作品が、会場の別
べつ

の場所で
もう一点みられるそうだ。誰

だれ

かの声が聞こえてくるかも。

作家についてくわしく知りたい➡ へ「そっかあ。じゃあ、
右のほうにずっと進むといい。
気をつけてね。バイバイ」➡ へ

建
たて

物
もの

の正面に立ってあたりを
見てみた。石張

ば

りの大きな建物が
たっているのは、さっきまでの光

こう

景
けい

が
ウソのような、高

こう

層
そう

ビルが
立ち並

なら

ぶみなとみらいの街
まち

の一角だ。
でもなんだかこの冒

ぼう

険
けん

 の前とは、
世界が少し違

ちが

って見えるような気がする。

この作品をつくったのは建
けん

築
ちく

家
か

・アーティストの 
ヨアル・ナンゴ 。ノルウェーの北部や
スウェーデン、フィンランド、ロシアにまたがる
地
ち

域
いき

に住む「サーミ族」にルーツをもつそうだ。

作家についてくわしく知りたい➡ へ

作者のピッパ・ガーナーは他にも
男女が混

ま

ぜこぜになった作品をつくっているらしい。

作家についてくわしく知りたい➡ へ

しゃがみこんで食べ物を探
さが

して
いると、横から声をかけられた。

「大
たい

変
へん

そうだね。さっきの看
かん

板
ばん

を無
む

視
し

したこと、
後
こう

悔
かい

してる？」立ち上がって声の方をみると、
声の主も立ち上がってこちらをみた。

オズギュル・カー   《倒れた木》 2023 年　ビデオ
撮影：Robert Apa

作者について、QR
コードからくわしく
見られるようだ。こ
こでは紹

しょう

介
かい

していな
いすてきな作品にも
出会えるかも？

建
物
の
外が

い

壁へ
き

に
も
注
目
し
て
み
よ
う

足
元
に
も
目
を
向
け
る
と
、
発
見
が
あ
る
か
も
？

②
、
、
を
は
じ
め
、一
番
多
く
の

作
品
と
出
会
え
る
会
場
だ

自分が他とは違う
「ひとりのひと」だと強く感じるのは
どんなときか教えてあげよう➡ へ

右へ➡ へ
左へ➡ へ

近づいてみる➡ へ
やっぱり引き返す➡ へ

案内してもらう➡ へ
もう少しひとりで散

さん

策
さく

する➡ へ

と感じたことを一つ思い出して
教えてあげよう➡ へ

この人の身体をみて、何を感じた？
その理由も書きとめよう➡ へ

お願いを聞いてあげる➡
QR コードを
読み込んで、 へ

今忙
いそが

しいので……➡ へ

じっくりと観
かん

察
さつ

し、
再
ふたた

び歩き出すことにした➡ へ

助けが来るのをひたすら待つ➡  へ
とにかく前に進んでみる➡ へ

どんなことがあったか、
忘
わす

れないように書きとめよう➡ へ

もう少し建物の中を
　散

さん

策
さく

してみる➡ へ
建物の外に出る➡ へ

思ったとおりの道に進む➡ へ
あえて思ったのとは違

ちが

う道を進む➡ へ

近づいてみる➡ へ
やっぱり引き返す➡ へ

近くによって観
かん

察
さつ

してみよう➡ へ
ここは通れないようだ。
　別

べつ

の道を探
さが

そう➡ へ

声のする方へ向かう➡  へ
やっぱり引き返す➡  へ

もう少し建物の中を散
さん

策
さく

してみる➡ へ
建物の外に出る➡ へ

無
む

言
ごん

でにらみつける➡ へ
助けを求

もと

める➡ へ

無
む

視
し

して進む→ へ
別
べつ

の道を探
さが

す→ へ

いま自分の周りの、横
よこ

浜
はま

で見つけられる
ものでつくった建物はどんなふうになる
だろう？想

そう

像
ぞう

しつつ、先を急ごう➡ へ

周
まわ

りで食べられそうなものを
　探

さが

してみる➡ へ
やっぱり引き返す➡ へ

この「冒
ぼ う

険
け ん

ノート」には、 〜 までの番号がつけられた短い文章が書かれている。
それぞれの文章の最

さ い

後
ご

には、次に君が取るべき行動や、進む先の番号が示
し め

されている。
いくつかの進み方があるときは好

す

きな方を選
え ら

んで、その選
せ ん

択
た く

肢
し

の指
し

示
じ

に従
したが

おう。
この文章を読んだらさっそく「スタート」に 進んでみよう。 

あ ち

さいきん
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